
で
は
選
ば
れ
た
目
的
に
十
分
に
応
え
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
・
工
芸
系
の
学
校
と
し
て
、

本
校
に
は
大
き
な
期
待
が
各
方
面
か
ら
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
も
の
づ
く
り
が
短
時

間
で
完
成
し
な
い
よ
う
に
、
何
事
も
日
々

の
鍛
錬
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
今

後
と
も
、
本
校
の
教
育
活
動
に
変
わ
ら
ぬ

ご
支
援
と
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

行
事
を
通
し
て
、
改
め
て
、
伝
統
を
支
え

る
力
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
同

じ
く
秋
に
開
催
し
た
工
芸
祭
で
は
、
２
日

間
で
５
９
９
０
名
の
方
に
来
校
し
て
い
た

だ
き
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
こ

の
来
校
者
数
は
、
近
年
で
は
最
多
の
数
で

す
。
保
護
者
、
卒
業
生
な
ど
の
方
々
に
、

日
頃
の
教
育
活
動
の
一
端
を
披
露
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
11
月
17
日
㈯
に
は
、
時
の

総
理
大
臣
で
あ
る
野
田
首
相
に
視
察
・
来

校
し
て
い
た
だ
く
栄
を
受
け
ま
し
た
。
衆

議
院
が
解
散
さ
れ
た
翌
日
の
視
察
訪
問
で

あ
っ
た
た
め
、
前
日
ま
で
実
現
す
る
か
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
予
定
通
り
実
習
授
業

や
作
品
展
示
を
視
察
し
た
後
、
生
徒
に
向

け
て
の
ス
ピ
ー
チ
を
い
た
だ
き
、
生
徒
代

表
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や
卒
業
生
と
の
懇
談
が

あ
り
ま
し
た
。
実
習
の
中
で
Ａ
科
の
生
徒

と
一
緒
に
行
っ
た
彫
金
の
体
験
授
業
は
、

多
く
の
Ｔ
Ｖ
や
新
聞
に
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
Ｄ
科
の
生
徒
が
作
成
贈
呈
し
た
総

理
の
似
顔
絵
が
非
常
に
好
評
を
博
し
ま
し

た
。
本
校
が
視
察
先
に
選
ば
れ
た
大
き
な

理
由
は
、
デ
ザ
イ
ン
と
も
の
づ
く
り
を
融

合
さ
せ
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
を
行
っ
て

い
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
訪
問

●
新
年
を
迎
え
て

学
校
長　

松
本　

光
正

　

本
校
に
赴
任
し
て
２
年
が
経
ち
ま
す
。

今
年
度
も
同
窓
会
に
は
本
校
の
教
育
活
動

に
様
々
な
ご
支
援
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
昨
年
の
秋
に
、
都
立
工
業
高
校
の

７
校
で
50
周
年
記
念
式
典
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
学
校
は
、
高
度
経
済
成
長
の
最

中
の
昭
和
30
年
代
末
に
新
設
さ
れ
た
学
校

で
す
。
１
期
の
卒
業
生
が
60
代
半
ば
で
、

今
ま
で
の
豊
か
な
社
会
経
験
と
知
恵
を
持

ち
寄
り
、
母
校
に
愛
校
心
を
発
揮
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
周
年

●
平
成
24
年
度　

卒
業
制
作
展

●
日
時　

平
成
25
年

　
　
　
　

３
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰
・
５
日
㈫

　
　
　
　

�

９
：
30
～
17
：
30
（
最
終
入
場
は

17
：
00
ま
で
）

　
　
　
　

４
日
㈪
は
美
術
館
休
館
日
で
す
。

●
場
所　

東
京
都
美
術
館
（
上
野
）

＊�

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
後
輩
の
勉

強
の
成
果
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　　　　あけましておめでとうございます　　2013・1・1

㈱
田
中
冷
却
器
製
作
所

代
表
取
締
役

田　

中　

榮　

一

（
昭
11
・
Ａ
卒
）

関
西
工
芸
会�

会
長

丸　

山　

士　

郎

（
昭
43
・
Ａ
卒
）

中
京
工
芸
会�

会
長

下
山
田　

信
一
郎

（
昭
23
・
Ｍ
卒
）

築
地
工
芸
会
支
部

関
西
工
芸
会

築
地
工
芸
会
支
部

中
京
工
芸
会

誠
実　

元
気

信
愛　

規
律

松本校長先生　近影

生徒から似顔絵のポスターをもらい笑顔を見せ
る野田首相（当時）（インターネットより）
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築
地
工
芸
会　

監
事

中　

田　
　
　

実

（
昭
29
・
Ｍ
卒
）

石
原
エ
デ
ィ
タ
ー
事
務
所

石　

原　

義　

久

（
昭
30
・
Ｐ
卒
）

築
地
工
芸
会�

理
事

中　

山　
　
　

清

（
昭
33
・
Ｍ
卒
）

築
地
工
芸
会�

理
事

荒　

井　

拓　

哉

（
昭
35
・
Ｄ
卒
）

㈱
マ
ツ
キ�

代
表
取
締
役

鈴　

木　

輝　

彦

（
昭
41
・
Ｍ
卒
）

㈱
シ
グ
ナ
ム�

相
談
役

大　

鳥　

身　

吉

（
昭
29
・
Ｍ
卒
）

頌　春　　2013・1・1

撮影・神山隆夫（昭43・A卒）

中
京
工
芸
会�

事
務
局

五
反
田　
　
　

稔

（
昭
35
・
Ｍ
卒
）

㈲
東
新
幸
社��

代
表
取
締
役

井　

上　

正　

治

（
昭
42
・
Ａ
卒
）

オ
ー
エ
ヌ
オ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

代
表
取
締
役

大　

野　

慶　

一

（
昭
29
・
Ｄ
卒
）

㈲
中
村
印
刷
所�

代
表
取
締
役

中　

村　

輝　

雄

（
昭
38
・
Ｐ
卒
）

築
地
工
芸
会�

理
事

神　

山　

隆　

夫

（
昭
43
・
Ａ
卒
）

�

㈱
た
き
工
房　

㈱
日
本
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
フ
ォ
ト

㈱
ワ
ー
ク
ア
ッ
プ
た
き　

㈱
イ
ン
パ
ク
ト
た
き

㈱
タ
ク
ト��

㈱
オ
ッ
ズ
デ
ザ
イ
ン　

㈱
ブ
ラ
ン

㈱
た
き
Ｃ
１　

㈱
た
き
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

滝　

澤　

方　

美

（
昭
29
・
Ｄ
卒
）

㈱
ソ
フ
ケ
ン��

代
表
取
締
役

駒　

村　

武　

夫

（
昭
40
・
Ｄ
卒
）

築
地
工
芸
会�

副
会
長

梶　
　
　

広　

幸

（
昭
44
・
Ｄ
卒
）

㈲
砂
口
製
作
所�

代
表
取
締
役

砂　

口　

政　

範

（
昭
30
・
Ｍ
卒
）

㈱
フ
ォ
レ
ス
ト�

代
表
取
締
役

会
長茂　

木　

益　

雄

（
昭
30
・
Ｐ
卒
）

バ
キ
ュ
ー
ム
モ
ー
ル
ド
工
業
㈱

代
表
取
締
役
会
長

北　

澤　
　
　

隆

（
昭
33
・
Ｆ
卒
）

築
地
工
芸
会�

会
長

㈲
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
ム

代
表
取
締
役

細　

江　

邦　

雄

（
昭
41
・
Ｍ
卒
）

�

㈱
タ
カ
ギ
彫
金
工
芸

代
表
取
締
役

高　

木　
　
　

實

（
昭
48
・
Ａ
卒
）

平成�25�年�1�月�25�日築　地　工　芸　会　会　報2013　No.1572



Ｏ
Ｂ
の
作
品
を
展
示
・
保
管
す
る
こ
と

は
理
事
全
員
が
賛
同
し
て
い
ま
す
。
保
管

に
つ
い
て
は
、
前
号
の
会
報
で
、
学
校
近

隣
の
ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
を
借
り
て
保
管
す

る
、
と
報
告
し
ま
し
た
が
、
費
用
が
多
額

の
た
め
、
見
直
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
学
校
内
に
保
管
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

て
い
た
だ
く
こ
と
も
含
め
て
、
検
討
を
行

い
ま
す
。

本
件
を
速
や
か
に
進
め
る
た
め
に
、

「
Ｏ
Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
検
討
委
員
会
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

○
「
Ｏ
Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
検
討
委
員
会
委
員

　

Ａ
科
：
神
山
隆
夫
、
大
沼
千
尋

　

Ｍ
科
：
細
江
邦
雄

　

Ｆ
科
：�

関　

公
宇
、
桜
井
洋
一
、
福
本
晴
男

　

Ｐ
科
：
石
原
義
久

　

Ｄ
科
：
荒
井
拓
哉
、
清
水
和
男

昨
年
12
月
21
日
に
母
校
に
お
い
て
、
第

１
回
委
員
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

④　

中
京
工
芸
会
、
関
西
工
芸
会
に
つ
い
て

中
京
と
関
西
の
工
芸
会
は
、
会
員
が
減

少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
工
芸
の
灯
を
絶

や
さ
ぬ
よ
う
に
と
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。従

来
、
中
京
工
芸
会
・
関
西
工
芸
会
、

運
営
の
た
め
の
全
て
の
費
用
は
会
員
の
負

担
に
よ
っ
て
い
ま
し
た
。
会
費
を
納
め
て

い
る
支
部
に
対
し
て
、
通
信
費
等
の
経
費

の
配
布
を
予
算
化
す
る
こ
と
が
、
細
江
会

長
か
ら
提
案
さ
れ
、
出
席
理
事
全
員
賛
成

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
度
の
予
算
案

に
計
上
さ
れ
ま
す
。

◆
平
成
24
年
度

　

第
２
回
理
事
会
報
告

　

平
成
24
年
12
月
４
日
午
後
６
時
か
ら
母
校

会
議
室
に
お
い
て
、
平
成
24
年
度
第
２
回
理

事
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
報
告
、
審
議
、
承

認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①　

平
成
24
年
度
会
計
中
間
報
告

11
月
30
日
現
在
の
、
一
般
会
計
及
び
基

本
金
の
中
間
報
告
が
事
務
局
よ
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

収
入
：
会
費
収
入
が
予
算
よ
り
か
な
り

少
な
い
状
態
で
あ
り
、
会
員
の
皆
様
の
会

費
納
入
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。
一
般

寄
付
金
、
広
告
料
の
収
入
は
順
調
に
推
移

し
て
い
ま
す
。

支
出
：
予
算
と
大
き
く
異
な
っ
て
推
移

し
て
い
る
項
目
は
無
く
、
予
算
内
に
納
ま

る
見
通
し
で
す
。

②�　

「
工
芸
基
金
」
同
窓
会
評
議
員
に
関

し
て新

た
に
、
Ｍ
科
理
事
・
神
戸
道
夫
氏
が

評
議
員
に
就
任
す
る
こ
と
が
同
窓
会
理
事

会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
の
「
工
芸

基
金
」
評
議
員
会
議
に
お
い
て
正
式
に
承

認
さ
れ
ま
す
。

③　

「
Ｏ
Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に
つ
い
て

現
在
、
母
校
１
階
に
展
示
さ
れ
て
い
る

Ｏ
Ｂ
の
作
品
や
津
久
井
正
幸
先
生
が
生

前
、
蒐
集
さ
れ
た
作
品
を
展
示
し
、
そ
れ

ら
の
作
品
が
散
逸
す
る
こ
と
を
避
け
る
た

め
に
、
き
ち
ん
と
保
存
す
る
こ
と
が
理
事

会
で
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
一
般
寄
付
・
ご
芳
名�

　

昨
年
８
月
１
日
以
降
、
昨
年
11
月
20
日
現

在
、
ご
芳
志
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
々
は

次
の
通
り
で
す
。
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

山
谷
洋
司
、
後
藤
新
太
郎
、
内
藤
亮
一
、

西
田
篤
生
、
中
代
源
次
郎
、
野
本
能
義
、
岡

田
勇
、
朝
倉
公
人
、
小
川
衛
、
曽
我
部
上
、

田
中
耀
信
、
深
野
俊
樹
、
佐
竹
進
、
田
代
智

隆
、
佐
藤
幸
夫
、
小
泉
弘
、
嵯
峨
喜
十
郎
、

服
部
功
、
岩
井
昌
代
、
山
崎
法
子
、
関
根
伸

司
、
橘
正
春
、
村
上
繁
、
山
根
あ
お
い
、
宮

本
昭
夫
、
木
口
克
行
、
丸
山
士
郎
、
佐
味
貫

義
、
中
嶋
真
理
、
長
井
久
夫
、
中
村
輝
雄
、

櫻
井
敏
之
、
細
江
邦
雄
、
増
田
孝
機
、
大
井

三
喜
男

　

平
成
24
年
度
累
計

一
八
五
、
三
三
一
円

平
井　

光
吉
氏
（
昭
36
・
Ｆ
卒
）

　
（
元
本
所
消
防
団
団
長
）

　

単
光
瑞
宝
章

I.F.パートナーズ特許事務所
弁理士　中山　清
（昭33年M科）

〒167-0051
東京都杉並区荻窪5丁目26番13号
　　　　　　　　　　荻窪TMビル２階

　電話　03-5397-0891
　FAX　03-5397-0893

◆
お
知
ら
せ

1
．
平
成
25
年
の
新
年
会
は
お
休
み
で
す
。

●
昨
秋
の
叙
勲

事
務
局
よ
り
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Ｏ
Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
仮
称
）と

津
久
井
先
生福

本　

晴
男
（
昭
35
・
Ｆ
卒
）

　

青
春
工
芸
魂
を
燃
や
し
続
け
ら
れ
た
先

生
が
亡
く
な
ら
れ
て
早
一
年
。
改
め
て
、

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

止
ま
っ
た
ま
ま
の
「
Ｏ
Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

の
件
が
動
き
出
し
ま
し
た
。
会
報
カ
ッ
ト

一
部
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
関
係
上
、

先
生
か
ら
折
々
伺
っ
た
こ
と
と
会
報
記
録

を
参
考
に
そ
の
経
緯
を
記
し
ま
す
。

　

水
道
橋
校
舎
建
て
替
え
の
話
が
出
た
頃

か
ら
、
先
生
は
新
校
舎
が
で
き
た
ら
同
窓

会
要
望
と
し
て
卒
業
生
作
品
展
示
室
が
ほ

し
い
と
い
う
旨
を
母
校
に
申
請
さ
れ
た
よ

う
で
す
。

　

展
示
室
の
要
望
は
新
校
舎
二
期
工
事
竣

工
時
に
一
階
の
広
い
空
間
に
、
高
さ
2.5
Ｍ
、

間
口
4.4
Ｍ
、
奥
行
1.4
Ｍ
の
卒
業
生
専
用
の

立
派
な
陳
列
棚
が
校
内
備
品
と
し
て
提
供
、

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
職
に
在
っ
た
先
生
は
学
校
及
び
同
窓

会
の
こ
と
に
精
通
さ
れ
、
卒
業
生
の
視
点

で
、
卒
業
生
の
そ
の
後
の
活
躍
や
作
品
を

会
報
に
紹
介
。
著
名
な
作
家
作
品
を
常
設

に
、
ま
た
期
間
を
決
め
て
作
品
を
お
借
り

し
、「
Ｏ
Ｂ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
に
展
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
会
報
２
０
０
０
年
№
１
１
８

─
２
に
、
人
選
、
作
品
収
集
、
展
示
期
間

の
方
法
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

運
営
に
苦
労
さ
れ
て
い
た
様
子
が
う
か
が

え
ま
す
。
展
示
替
え
は
、
大
沼
千
尋
氏
（
Ａ

科
45
年
卒
）、
神
山
隆
夫
氏
（
Ａ
科
43
年
卒
）

が
手
伝
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
百
周
年
の

前
後
か
ら
先
生
は
体
調
を
崩
さ
れ
、
そ
の

頃
よ
り
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
管
理
、
運
営
は
止

ま
っ
た
ま
ま
で
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
す
が
、
卒
業
生

の
真
摯
な
努
力
作
品
を
展
示
す
る
こ
と
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
卒
業
生
の

工
芸
力
を
励
ま
し
、
ま
た
、
在
校
生
徒
の

参
考
、
指
針
と
も
な
り
、
同
窓
会
の
確
か

な
カ
タ
チ
と
し
て
長
く
母
校
の
興
隆
の
一

端
を
担
う
こ
と
に
こ
れ
ほ
ど
有
効
な
空
間

は
な
い
と
先
生
は
考
え
て
い
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
、
同
窓
会
皆
様
の
ご
協
力
で
有
効

に
活
用
で
き
れ
ば
先
生
も
喜
ば
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

現在の「ＯＢ作品展示ケース」

昭
34
年
Ｆ
卒

関
根
伸
司
さ
ん
の
お
手
紙
か
ら

　

現
在
、
校
内
に
あ
る
、
Ｏ
Ｂ
作
品
の
展
示

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
昭
和
34
年
Ｆ
科
卒
の
関

根
伸
司
さ
ん
か
ら
お
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

今
年
始
め
て
総
会
に
出
席
し
、
総
会
が
終

わ
っ
て
か
ら
当
て
も
な
く
廊
下
を
歩
い
て
い

ま
し
た
ら
、
展
示
ケ
ー
ス
の
あ
る
と
こ
ろ
に

出
ま
し
た
。

　

「
何
だ
ろ
う
」
と
眺
め
ま
し
た
。
何
の
展

示
品
な
の
か
理
解
出
来
る
前
に
、
説
明
文
が

無
い
し
、
文
字
は
小
さ
い
し
、
何
よ
り
気
に

な
っ
た
の
は
、
展
示
し
て
あ
る
額
が
曲
が
っ

て
い
る
こ
と
で
し
た
。
そ
し
て
ケ
ー
ス
全
体

が
何
か
清
潔
感
が
な
く
、
管
理
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

９
月
に
な
っ
て
送
ら
れ
て
き
た
「
こ
う
げ

い
」
に
載
っ
て
い
た
「
Ｏ
Ｂ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
展
示
準
備
ス
タ
ー
ト
」
の
記
事
を
読
ん

で
、
あ
の
展
示
ケ
ー
ス
の
事
か
、
と
分
か
っ

た
次
第
で
す
。
今
後
、
こ
れ
が
実
現
す
る
よ

う
で
し
た
ら
、
私
が
気
に
な
っ
た
こ
と
も
改

善
を
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま

す
。

「
投
稿
を
歓
迎
し
ま
す
。」

＊�

皆
様
の
個
展
、
出
品
、
受
賞
、
ク
ラ
ス

会
等
の
様
子
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　

郵
送
先
：
築
地
工
芸
会
（
工
芸
高
校
の
住
所
）

　

メ
ー
ル
送
付
先
：taquya@

nifty.com

160–0004  東京都 新宿区 四谷3丁目
13番11号（4F） Tel. 3341–4976
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個展会場での桂盛仁さん

蟷螂　香盒

縞栗鼠　香爐

森韻　薫爐

雨蛙　香盒

天道虫　帯留金具

想　香爐

鬼灯　帯留金具

（
昭
39
・
Ａ
卒
）

桂　

盛
仁
さ
ん
の
世
界

　

昨
年
の
「
総
会
」
に
お
い
て
記
念
講
演
を

ご
講
演
い
た
だ
い
た
、
桂　

盛
仁
さ
ん
は
、

日
本
伝
統
工
芸
展
等
で
数
々
の
賞
を
受
賞
さ

れ
、
平
成
20
年
に
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者

（
人
間
国
宝
）
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

桂
さ
ん
は
、そ
の
ご
活
躍
の
一
端
と
し
て
、

平
成
24
年
９
月
に
日
本
橋
三
越
本
店
美
術
特

選
画
廊
に
お
い
て
個
展
を
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
個
展
に
出
品
さ
れ
た
作
品
を
、
ご

く
一
部
で
す
が
紹
介
し
ま
す
。

●
桂
さ
ん
個
展
の
「
ご
あ
い
さ
つ
」
か
ら

　

創
作
に
お
い
て
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
。

そ
れ
は
、
一
瞬
の
情
景
か
ら
次
の
場
面
を
想

像
さ
せ
る
。

　

立
体
構
成
の
な
か
に
「
時
間
と
動
き
」
を

取
り
入
れ
る
。
そ
の
造
形
美
を
大
事
に
。

　

形
や
表
情
を
追
求
し
て
行
く
中
で
、
生
ま

れ
る
も
の
と
対
話
し
、
繋
ぎ
止
め
る
。

　

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
の
認
定
を
受
け

技
術
継
承
の
責
任
も
増
え
ま
し
た
が
創
作
の

喜
び
、
挑
戦
は
ま
だ
ま
だ
尽
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
度
、
三
越
美
術
部
の
ご
厚
意
で
再
び

個
展
を
開
く
事
と
な
り
ま
し
た
。
日
々
の
研

鑽
と
修
行
の
成
果
を
ご
高
覧
、
ご
批
評
頂
け

れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

人
に
恵
ま
れ
、
機
に
恵
ま
れ
、
こ
の
日
を

無
事
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
一
介
の
作
家
と
し

て
こ
の
こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
創
作

に
邁
進
し
て
行
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

桂　

盛
仁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

http://w
w
w
.katsura-m

orihito.com
/

桂　

盛
仁
（
か
つ
ら
・
も
り
ひ
と
）　

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者

公
益
社
団
法
人�

日
本
工
芸
会　

正
会
員
・
参
与

公
益
社
団
法
人�

日
本
工
芸
会　

金
工
部
幹
事

多
賀
禰
会
会
員

桂
彫
金
塾
主
宰

神
戸
芸
術
工
科
大
学
客
員
教
授

東
北
芸
術
工
科
大
学
非
常
勤
講
師

金
沢
美
術
工
芸
大
学
非
常
勤
講
師

ひ
こ
・
み
づ
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
非

常
勤
講
師
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君
島
昌
之
先
生
と

デ
ザ
イ
ン
科
卒
業
生
の
絆

　

デ
ザ
イ
ン
科
の
元
教
諭
、
君
島
昌
之
先
生

と
デ
ザ
イ
ン
科
卒
業
生
の
固
い
絆
に
よ
る
活

動
が
広
が
り
、
毎
年
参
加
者
が
増
え
て
い
ま

す
。
本
年
も
19
名
の
卒
業
生
と
２
名
の
元
教

諭
に
よ
る
「
お
と
な
の
工
芸
祭
２
０
１
２
」

が
10
月
30
日
～
11
月
４
日
ま
で
、
神
楽
坂

A
RT
�GA
LLEY

（
ア
ー
ト
ガ
レ
ー
）
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
作
品
展
示
に
加
え
て
、「
講
演
会
」

と
「
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
」
も
行
わ
れ
、
連
日
多

く
の
来
場
者
を
迎
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
か
ら
元
デ
ザ
イ
ン
科
教
諭
の

中
島
千
絵
先
生
が
参
加
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
今
後
、
益
々
若
い
卒
業
生
の
参
加
が
増

え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
お
と
な
の
工
芸
祭
２
０
１
２
」
参
加
者

��

●
江
連　

誠
（
昭
和
51
・
Ｄ
卒
）
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー　

●
佐
藤
秀
男
（
昭
和
51
・
Ｄ
卒
）

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー　

●
永
井
裕
明

（
昭
和
51
・
Ｄ
卒
）
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

●
飯
嶋
晶
子
（
昭
和
51
・
Ｄ
卒
）
ド
レ
ス
デ

コ
レ
ー
タ
ー
・
調
理
師　

●
村
雲
玲
子
（
昭

和
51
・
Ｄ
卒
）
踊
る
ア
ロ
ハ
歯
科
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー　

●
金
児
剛
夫
（
昭
和
58
・
Ｄ
卒
）
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー　

●
菊
地
和
浩

（
昭
和
58
・
Ｄ
卒
）
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
玩

具
デ
ザ
イ
ナ
ー　

●
松
原
伸
生
（
昭
和
59
・

Ｄ
卒
）
染
色
工
芸
家　

●
大
竹
美
樹
（
昭

和
59
・
Ｄ
卒
）
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

●
松
村
素
子
（
昭
和
59
・
Ｄ
卒
）
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
・
画
家
）　

●
小
笠
原
由
香（
昭

和
63
・
Ｄ
卒
）
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ

ー
・
バ
ッ
グ
ク
リ
エ
イ
タ
ー　

●
帆
足
宗
二

郎
（
昭
和
64
・
Ｄ
卒
）
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
請
負

人　

●
猪
上
雅
也
（
昭
和
65
・
Ｄ
卒
）
刺
繍

職
人　

●
杉
原
由
美
子
（
平
成
４
・
Ｄ
卒
）

Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ナ
ー　

●
遠
藤
裕
美
（
平
成

５
・
Ｄ
卒
）
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
デ
ザ
イ

ナ
ー　

●
大
豆
生
田
さ
と
み
（
平
成
５
・
Ｄ

卒
）
Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ナ
ー　

●
宮
尾
純
子
（
平

成
５
・
Ｄ
卒
）向
島
芸
妓　

●
吉
嵜
昌
治（
平

成
５
・
Ｄ
卒
）
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー

●
水
沢
あ
ゆ
み
（
平
成
６
・
Ｄ
卒
）
ア
ー
ト

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ

ー　

●
中
島
千
絵
（
元
教
諭
）
玉
川
大
学
芸

術
学
部
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ツ
学
科
准
教
授

●
君
島
昌
之
（
元
教
諭
）
東
京
純
心
女
子
大

学
特
任
教
授

君
島
昌
之
講
演
会

「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
モ
リ
ス
と

バ
ー
ン
＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
」

　

会
期
中
の
11
月
３
日
、
君
島
昌
之
先
生
に

よ
る
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。講
演
は
、

近
代
デ
ザ
イ
ン
の
先
駆
者
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

モ
リ
ス
と
バ
ー
ン
＝
ジ
ョ
ー
ン
ズ
の
生
涯
に

沿
っ
て
、
二
人
の
功
績
と
作
品
を
多
数
の
図

版
を
駆
使
し
て
解
説
す
る
興
味
深
い
内
容
で

し
た
。

ト
ー
ク
ラ
イ
ブ

松
原
伸
生（
染
色
家
）×

猪
上
雅
也（
刺
繍
家
）

　

君
島
先
生
の
講
演
に
続
い
て
、
昭
和
59
年

卒
の
染
色
工
芸
家
・
松
原
伸
生
さ
ん
と
昭
和

65
年
卒
の
刺
繍
家
・
猪
上
雅
也
さ
ん
、
現
代

を
代
表
す
る
二
人
に
よ
る
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
染
色
と
刺
繍
と
い
う
、
美

を
追
求
す
る
共
通
点
と
、
そ
の
中
で
異
な
る

点
に
つ

い
て
の

熱
の
こ

も
っ
た

二
人
の

ト
ー
ク

に
、
聴

衆
は
引

き
込
ま

れ
ま
し

た
。

後夜祭（パーティー）で全員記念撮影

来場者で賑わう展示会場講演をされる君島先生

来場者で賑わう展示会場トークライブに聴きいる
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◆
49
回
中
京
工
芸
会
総
会
◆

　

今
年
も
名
古
屋
祭
り
の
真
っ
た
だ
中
、
10

月
21
日
㈰
13
時
～
「
名
古
屋
料
亭　

大
森
」

に
て
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
は
、
名
古
屋
城

が
望
め
る
４
Ｆ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
部
か
ら
は
細
江
会
長
さ
ん
・
事
務
局
の

神
山
さ
ん
お
よ
び
関
西
工
芸
会　

事
務
局
の

丸
山
さ
ん
が
ご
来
名
頂
き
ま
し
た
。
遠
路
を

来
て
頂
き
、
感
謝
一
杯
で
す
。
当
会
の
出
席

者
は
10
名
、
総
勢
13
名
で
し
た
。

　

特
に
今
年
は
２
名
の
女
性
会
員
の
出
席

で
、
場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

総
会
が
終
わ
っ
た
後
は
、
３
名
の
お
客

さ
ん
と
共
に
「
カ
ラ
オ
ケ
」
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

来
年
は
「
節
目
の
50
回
」
の
総
会
に
な
り

ま
す
。
本
部
の
築
地
工
芸
会
・
関
西
工
芸
会

と
も
相
談
し
な
が
ら
、
計
画
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　
　
　
　

中
京
工
芸
会
副
会
長

　
　
　
　
　

五
反
田　

稔
（
昭
35
・
Ｍ
卒
）

◆
関
西
工
芸
会
の
集
い
◆

　

支
部
会
長
交
代
の
ご
あ
い
さ
つ

　

今
年
も
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）
に
京
都

駅
前
「
京
す
い
し
ん
」
に
て
「
関
西
工
芸
会

の
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
嶋
田

希
望
さ
ん
（
平
22
・
Ａ
卒
）・
堀
内
茉
莉
乃

さ
ん
（
平
23
・
Ａ
卒
）・
伊
藤
佳
央
里
さ
ん

（
平
20
・
Ｍ
卒
）・
久
保
木
秋
徳
さ
ん
（
昭

63
・
Ｇ
卒
）
の
４
名
が
初
参
加
。
本
部
か
ら

は
細
江
会
長
・
神
山
理
事
が
遠
路
ご
出
席
く

だ
さ
り
、
10
代
か
ら
80
代
ま
で
の
総
勢
13
名

に
て
ハ
シ
ゴ
も
含
め
た
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
の
議
事
と
し
て
、
①
当
会
会

長
を
20
年
間
つ
と
め
た
藤
原
高
遠
さ
ん
か

ら
丸
山
士
郎
（
私
）
に
交
代
、
こ
れ
に
と

も
な
っ
て
事
務
局
は
私
か
ら
松
田
健
さ
ん

に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
。
②
例
会
参
加
費

を
見
直
し
、
負
担
を
軽
く
し
て
卒
業
間
も

な
い
若
者
も
参
加
し
や
す
い
内
容
に
改
定

す
る
。
以
上
の
２
議
案
が
出
席
者
全
員
の

賛
同
で
了
承
さ
れ
、
来
年
度
か
ら
適
用
し

ま
す
。
藤
原
会
長
に
は
長
い
間
お
世
話
に

な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
私
と
松
田
事
務
局
の
二
人
三
脚

で
会
の
運
営
に
あ
た
り
ま
す
が
、
会
員
の

方
・
本
部
の
方
た
ち
の
ご
指
導
ご
協
力
を

仰
ぎ
な
が
ら
、
若
者
や
女
性
の
方
た
ち
も

気
軽
に
楽
し
く
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

関
西
工
芸
会　

会
長

　
　
　
　
　

丸
山　

士
郎
（
昭
43
・
Ａ
卒
）

◎�

野
田
首
相
（
当
時
）
が
母
校
Ａ
科
で
、

「
銀
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
」
作
り

　

11
月
17
日
に
野
田
首
相
（
当
時
）
が

工
芸
高
校
の
授
業
公
開
日
に
訪
問
さ

れ
、
ア
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
科
の
生
徒
の
手

ほ
ど
き
を
受
け
て
銀
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
作

り
を
し
ま
し
た
。

　

衆
議
院
解
散
の
翌
日
の
こ
と
、
最
近

こ
ん
な
楽
し
そ
う
に
し
た
こ
と
が
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
満
面
の
笑
み
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
グ
ラ
フ
ィ
ク
ア
ー
ツ

科
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
は
生
徒
を
前
に

ス
ピ
ー
チ
を
し
、
座
右
の
銘
と
す
る

「
素
志
貫
徹
」
を
黒
板
に
書
い
て
成
功

の
コ
ツ
は
成
功
す
る
ま
で
続
け
る
と
こ

ろ
に
あ
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

（
神
山
記
）

●
支
部
だ
よ
り

「第49回中京工芸会」総会

平成24年「関西工芸会の集い」

生徒の手ほどきを受ける野田首相（当時）
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次
の
方
々
の
個
展
・
出
品
等
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
出
品

第
59
回
日
本
伝
統
工
芸
展

　

日
本
橋
三
越
本
店　

本
館
７
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

・
染
織

松
原　

伸
生
氏
（
昭
和
59
・
Ｄ
卒
）　　
　

　

長
板
中
形
着
尺
「
波
濤
文
」

・
金
工

田
口　

壽
恒
氏
（
昭
和
34
・
Ａ
卒
）

　

人
間
国
宝

　

鍛
朧
銀
花
器

桂　

盛
仁
氏
（
昭
和
39
・
Ａ
卒
）

　

人
間
国
宝

　

菓
子
器
「
稟
賦
」

大
沼　

千
尋
氏
（
昭
和
45
・
Ａ
卒
）

　

切
嵌
の
花
器

木
村　

太
郎
氏
（
平
成
９
・
Ａ
卒
）

　

鍛
朧
銀
亀
甲
羅
鉢

・
木
竹
工

林　

哲
三
氏
（
昭
和
37
・
Ｆ
卒
）

　

桑
拭
漆
七
宝
繋
文
彫
箱

須
田　

賢
司
氏
（
昭
和
48
・
Ｆ
卒
）

　

嵌
装
小
箪
笥
「
雨
過
月
映
」

第
59
回
日
本
伝
統
工
芸
展
は
、１
月
以
降
も
、

次
の
巡
回
展
示
が
あ
り
ま
す
。

高
松　

１
月
２
日
㈬
～
20
日
㈰

香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

福
岡　

２
月
６
日
㈬
～
２
月
11
日
㈪
・
㈷

福
岡
三
越

松
山　

２
月
19
日
㈫
～
24
日
㈰

松
山
三
越

広
島　

２
月
27
日
㈬
～
３
月
17
日
㈰

広
島
県
立
美
術
館

第
60
回
武
蔵
野
市
民
文
化
祭　

美
術
展

　

武
蔵
野
市
民
文
化
会
館

長
谷
川　

裕
氏
（
昭
和
30
・
Ｄ
卒
）

制
作
意
図
＝
地
震
津
波
の
脅
威
と
脱
原
発
を

モ
チ
ー
フ
に
、災
害
か
ら
身
を
護
れ
る
よ
う
、

願
い
を
込
め
て
制
作
し
ま
し
た
。
人
物
は
ム

ン
ク
の
「
叫
び
」
を
パ
ロ
デ
ィ
化
し
、
デ
ザ

イ
ン
画
と
し
て
表
現
し
ま
し
た
。

第
35
回　

創
型
会
秋
季
展

　

田
中
八
重
洲
画
廊

福
本　

晴
男
氏
（
昭
和
35
・
Ｆ
卒
）

　
「
美
の
行
く
へ
・
変
幻
施
餓
鬼
堂
の
小
町
」

第
２
回　

日
本
画
院
神
奈
川
支
部
展

　

横
浜
ギ
ャ
ラ
リ
ー

宇
都
宮
和
子
氏
（
昭
和
35
・
Ｄ
卒
）

　

「
小
品
」

◎
出
版

　

№
１
５
６
で
、
昭
和
41
・
Ｄ
卒
の
中
山
れ

い
こ
さ
ん
（
ア
ト
リ
エ
モ
レ
リ
主
宰
）
が
出

版
し
て
い
る
小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
科

学
書
籍
「
よ
く
わ
か
る
生
物
多
様
性
」
を
紹

介
し
ま
し
た
が
、
同
シ
リ
ー
ズ
の
そ
の
後
の

出
版
を
紹
介
し
ま
す
。

■�

校
友
活
躍
の
一
端�

■

「叫ぶ人」

「宇都宮氏の小品」

美の行くへ・変幻施餓鬼堂の小町

ic用各種タイバーカッター
各種専用機　設計製作

（有）神戸自動機製作所
代表取締役　神  戸  道  夫

定Ｍ13（昭36）

〒270-0156  千葉県流山市西平井1031-7
TEL.0471-59-6201  FAX.0471-59-5127  
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に
あ
る
お
店
に
て
担
任
だ
っ
た
恩
師
、
浅

田
博
功
先
生
と
機
械
実
習
で
お
世
話
に
な

っ
た
宮
内
捷
先
生
を
お
呼
び
し
て
、
お
二

人
の
古
希
の
お
祝
い
会
を
催
し
ま
し
た
。

参
加
人
数
は
先
生
を
含
め
て
二
十
一
名
と
、

あ
ま
り
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
け
れ

ど
和
気
藹
藹
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
皆
大

い
に
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
浅
田
・

宮
内
両
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
日
々

充
実
し
た
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
ご
様
子

が
伺
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
も
増
々
お
元
気
で

過
ご
さ
れ
る
事
を
ご
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
主
催
す
る
私
達
生
徒
も
早
還
暦
を

過
ぎ
、
次
回
は
私
達
が
古
希
で
先
生
が
喜

寿
の
時
か
し
ら
、
何
て
冗
談
を
言
い
な
が

ら
再
会
を
約
束
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

�

（
Ｐ
10
へ
続
く
）

●
昭
和
43
年
全
日
制
Ａ
科
卒
ク
ラ
ス
会

　

10
月
20
日
㈯
昭
和
43
年
度
金
属
工
芸
科
卒

業
の
ク
ラ
ス
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
当
時
金
属
材
料
や
機
械
製
作
を
教

え
て
下
さ
っ
た
安
原
敏
郎
先
生
の
出
席
を
い

た
だ
き
、
総
勢
19
名
で
多
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

卒
業
し
て
44
年
、そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
、

還
暦
を
過
ぎ
た
今
も
、
不
思
議
に
み
ん
な
が

集
ま
る
と
心
は
あ
の
頃
に
戻
り
、
懐
か
し
い

思
い
出
ば
な
し
に
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

（
遠
藤　

記
）

●�

「
浅
田
・
宮
内
両
先
生
の
古
希
の
お
祝
い

会
」

　

去
る
９
月
15
日
㈯
夕
刻
よ
り
「
虎
ノ
門
」

音
頭
で
喉
を
潤
し
た
。

　

全
員
の
近
況
報
告
。
築
地
工
芸
会
理
事
の

松
井
君
か
ら
野
田
首
相
の
母
校
視
察
の
説
明

等
が
あ
り
、
全
員
上
機
嫌
で
カ
ラ
オ
ケ
に
入

っ
た
。
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
歌
を
披
露
し
、

楽
し
ん
で
い
た
。

　

関
川
編
集
長
よ
り
第
３
号
の
「
暁
光
」
誌

は
ど
う
す
る
と
の
提
案
が
あ
っ
た
。「
こ
の

年
に
な
る
と
原
稿
が
書
け
な
い
」、「
自
分
の

や
っ
た
事
を
孫
に
読
ん
で
も
ら
っ
て
す
ご
い

ね
！
と
言
わ
れ
た
」
等
々
で
有
っ
た
が
発
行

す
る
事
に
決
定
し
た
。
渡
辺
盟
君
の
〆
で
御

開
き
、何
時
も
の
様
に
幹
事
部
屋
で
２
次
会
。

　

翌
朝
の
熱
海
は
雨
だ
っ
た
。
ホ
テ
ル
の
喫

茶
室
に
て
惜
し
み
つ
つ
散
会
。
Ｍ
34
の
皆
さ

ん
、
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
木
下
幸
秀
）

●
昭
和
23
年
本
科
Ｍ
科
卒
ク
ラ
ス
会

　

12
月
３
日
、
例
年
通
り
、
芝
浦
「
牡
丹
」

で
昭
和
23
年
Ｍ
科
卒
の
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
毎
年
恒
例
で
、
12
月
の
第
１
月
曜

日
に
決
め
て
い
ま
す
。
全
員
82
歳
で
す
が
、

少
し
は
元
気
が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
少

な
い
人
数
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
下
山
田
信
一
郎
）

●
昭
和
34
年
全
日
制
Ｍ
科
卒
ク
ラ
ス
会

　

平
成
24
年
11
月
25
日
㈰
、熱
海
「
月
の
栖
」

に
て
、
ク
ラ
ス
会
を
実
施
。
ゆ
っ
た
り
と
海

を
見
な
が
ら
、
熱
海
の
温
泉
に
つ
か
り
、
11

名
の
仲
間
で
宴
会
場
に
、
横
尾
君
の
乾
杯
の

●
ク
ラ
ス
会

昭和23年本科M科卒クラス会

昭和34年全日制M科卒クラス会

昭和43年全日制A科卒クラス会

浅田先生と宮内先生を囲んで
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（
Ｐ
９
か
ら
続
き
）

私
は
次
回
も
き
っ
と
先
生
を
始
め
皆
さ
ん

と
笑
顔
で
会
え
る
事
を
信
じ
て
い
ま
す
。

（
糸
魚
川
江
里
子
）

●
昭
和
46
年　

全
日
制　

Ｍ
科
卒

『
祝
！
還
暦　

ク
ラ
ス
会
』

　

今
年
で
16
回
目
と
な
り
ま
す
ク
ラ
ス
会
を

還
暦
の
御
祝
い
を
兼
ね
て
、『
第
16
回�

祝
！

還
暦
ク
ラ
ス
会
』
と
し
て
母
校
の
近
所
に
あ

る
『
後
楽
園
飯
店
』
に
て
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

当
日
（
10
月
28
日
㈰
）
は
『
工
芸
祭
』
も

開
催
さ
れ
て
お
り
、
朝
か
ら
集
合
し
、
恩
師

で
あ
る
塩
原
先
生
を
含
め
、
17
名
で
見
学
い

た
し
ま
し
た
。

　

あ
ま
り
に
綺
麗
に
な
っ
た
母
校
に
皆
、
感

激
い
た
し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
会
で
は
、
皆
、
定
年
後
の
自
分
の

将
来
に
つ
い
て
の
方
針
や
、
近
況
等
を
話
し

な
が
ら
旧
交
を
温
め
、親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

大
変
御
世
話
に
な
っ
た
担
任
の
塩
原
先
生

も
今
年
で
85
歳
と
い
う
ご
高
齢
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
大
変
お
元
気
に
毎
年
ク
ラ
ス
会
へ
ご

参
加
下
さ
い
ま
す
。

　

３
年
後
は
先
生
の
『
祝
！
米
寿　

ク
ラ
ス

会
』
を
開
催
し
よ
う
と
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
次
回
の
再
会
を
楽
し
み
に
解
散
い
た
し

ま
し
た
。

（
松
下　

治
正
）

●�
『
え
ふ
13
会
』（
昭
和
36
年
定
時
制
Ｆ
科

卒
）
ク
ラ
ス
会
の
報
告

　

工
芸
高
校
卒
業
時
に
は
30
名
だ
っ
た
級

友
。
５
名
が
物
故
者
と
な
り
、
８
名
が
連
絡

先
不
明
、
残
り
17
名
の
う
ち
11
名
が
12
月
16

日
に
開
か
れ
た
『
え
ふ
13
会
』
ク
ラ
ス
会
に

出
席
し
た
。
会
場
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
に

程
近
い
吾
妻
橋
の
も
つ
焼
き
「
稲
垣
」。

　

前
回
の
ク
ラ
ス
会
か
ら
５
年
目
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
秋
の
叙
勲
で
同
級
生
の
平

井
光
吉
君
が
、「
単
光
瑞
宝
章
」
を
受
章
し
、

皇
居
で
そ
の
栄
誉
を
受
け
た
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
を
皆
で
祝
う
た
め
で
も
あ
っ
た
。
平
井
君

は
47
年
前
か
ら
地
元
消
防
団
で
活
動
を
続

け
、
最
後
は
本
所
消
防
団
団
長
で
引
退
。
長

年
地
域
の
た
め
に
貢
献
し
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
、
名
誉
あ
る
勲
章
を
授
与
さ
れ
た
も
の
。

毎
年
数
百
名
の
叙
勲
受
章
者
が
お
り
ま
す

が
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
受
賞
者
と
い
う
の
も

珍
し
い
と
い
え
ま
す
。
級
友
の
祝
福
に
平
井

君
本
人
も
控
え
め
な
が
ら
喜
び
の
表
情
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。
改
め
て
受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

集
ま
っ
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
、
近
況
報
告

の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
現
況
を
話
し
ま
し
た
。

70
～
71
歳
と
い
う
歳
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
大

半
が
「
前
立
腺
肥
大
」
や
そ
れ
に
類
す
る
病

気
…
鼠
頸
ヘ
ル
ニ
ア
、
糖
尿
病
な
ど
の
病
気

と
闘
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
で
も
暗
さ
よ

り
、
明
る
さ
を
持
っ
て
お
互
い
が
励
ま
し
合

っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

都
立
工
芸
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
51
年
。

仕
事
を
辞
め
年
金
生
活
に
入
っ
て
い
る
人
も

見
ら
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
残
さ
れ
た
人
生
を

楽
し
く
、
有
意
義
に
過
ご
し
た
い
と
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
に
話
す
の
は
、
青
春
時
代
を
共
に
し

た
同
級
生
な
ら
で
は
の
姿
、と
感
じ
ま
し
た
。

（
村
奈
嘉
義
雄
）

昭和46年全日制M科卒『祝！還暦　クラス会』

『えふ13会』クラス会

訃
報

　

前
回
の
会
報
１
５
６
号
以
後
、
本
会
宛
正

式
に
ご
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
方
々
は
、
次
の

皆
様
で
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

（　

）
内
は
逝
去
さ
れ
た
日
で
す
。

山
崎　

貞
一
氏　

昭
13
・
Ｍ
卒

小
澤　

大
三
氏　

昭
13
・
Ｐ
卒
（
24
・
）

高
野　

良
男
氏　

昭
17
・
Ｍ
卒

林　

輝
太
郎
氏　

昭
20
・
Ａ
卒
（
24
・
２
・
28
）

福
田　

昭
二
氏　

昭
20
・
Ｍ
卒
（
22
・
９
・
11
）

田
中　

政
一
氏　

昭
20
・
Ｍ
卒
（
23
・
９
・
）

星　
　

秀
男
氏　

昭
20
・
Ｍ
卒
（
24
・
９
・
23
）

谷　
　

欣
伍
氏　

昭
20
・
Ｐ
卒
（
25
・
１
・
）

西
沢　

圭
三
氏　

昭
21
・
Ｆ
卒
（
24
・
10
・
９
）

矢
島　
　

弘
氏　

昭
21
・
Ｐ
卒
（
23
・
11
・
26
）

永
井　

永
昌
氏　

昭
24
・
Ｐ
卒
（
24
・
10
・
13
）

平
川　

栄
吉
氏　

昭
24
・
Ｐ
卒
（
24
・
11
・
４
）

七
里　

輝
男
氏　

昭
25
・
Ｍ
卒
（
24
・
４
・
25
）

長
濱　
　

弘
氏　

昭
25
・
Ｆ
卒
（
24
・
２
・
21
）

岡
西　

高
男
氏　

昭
25
・
Ｆ
卒
（
24
・
11
・
９
）

椿　
　

秀
夫
氏　

昭
26
・
Ｍ
卒
（
24
・
７
・
30
）

大
岩　

成
吉
氏　

昭
30
・
Ｆ
卒
（
24
・
７
・
８
）

吉
田　

武
成
氏　

昭
31
・
Ａ
卒
（
23
・
９
・
２
）

澤
田　

育
男
氏　

昭
32
・
Ｆ
卒
（
24
・
６
・
13
）

野
中　

成
美
氏　

昭
32
・
Ｆ
卒
（
24
・
７
・
19
）

小
泉　

浩
明
氏　

昭
33
・
Ｆ
卒
（
24
・
５
・
14
）

若
山
冨
士
雄
氏　

昭
35
・
Ｐ
卒
（
24
・
４
・
５
）

大
道　
　

徹
氏　

昭
38
・
Ｐ
卒
（
23
・
11
・
２
）

笠
井　

市
彦
氏　

昭
39
・
Ｍ
卒
（
24
・
８
・
31
）

内
山　

明
子
氏　

平
15
・
Ｍ
卒
（
24
・
）
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イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
部
門

　

最
優
秀
賞　

３
年　

眞
下
結
衣

　

優
良
賞　
　

３
年　

廣
岡
瑛
理
奈

　
　
　
　
　
　

２
年　

伊
勢
萌
乃

●�

第
９
回
道
都
大
学
美
術
学
部
高
校
生
住
宅

設
計
コ
ン
ク
ー
ル

　

佳
作　

２
年　

安
藤
大
祐

●�

第
27
回
デ
ザ
イ
ン
甲
子
園
（
全
国
高
等
学

校
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
展
）

　

九
州
経
済
産
業
局
長
賞　

２
年　

安
藤
大
祐

　
�

全
国
高
等
学
校
イ
ン
テ
リ
ア
科
教
育
研
究

会
長
賞　

２
年　

伊
勢
萌
乃

　

大
川
信
用
金
庫
理
事
長
賞　

２
年　

中
谷　

真

●�

第
25
回
丹
波
の
森
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
展

（
木
の
お
も
ち
ゃ
大
賞
展
）

　

優
秀
賞　

３
年　

田
口
雪
子

●�

東
京
都
魅
力
あ
る
建
設
事
業
推
進
協
議
会

（
Ｃ
Ｃ
Ｉ
東
京
）
優
秀
技
能
者
の
顕
彰
受

賞
者　

贈
呈
用
ワ
ッ
ペ
ン
デ
ザ
イ
ン
募
集

　

最
優
秀
賞　

２
年　

関
な
つ
み

　

優
秀
賞　
　

２
年　

小
林
遼
大

　
　
　
　
　
　

１
年　

岡
本　

強

●
第
２
回
全
国
合
板
１
枚
作
品
コ
ン
ペ

　

日
本
合
板
工
業
組
合
連
合
会
会
長
賞　
　

�

　

２
年　

石
曽
根
斐
子

　

「
倉
澤　

實
」
記
念
賞

　

２
年　

石
曽
根
斐
子

　

審
査
委
員
会
特
別
賞

　

２
年　

安
藤
大
祐
、
大
和
田
智
子
、

　
　
　
　

小
林
遼
大

●
東
京
都
建
設
系
高
校
生
作
品
展

　

実
習
部
門

　

東
京
建
設
業
協
会
会
長
賞

　

３
年　

実
習
「
施
工
班
」
共
同
製
作

　

家
具
部
門

　

最
優
秀
賞　

３
年　

越
智
星
斗

　

Ｃ
Ｃ
Ｉ
東
京
特
別
賞　

３
年　

藤
田
真
実

　

優
秀
賞　

３
年　

遠
藤
大
介

　

建
設
模
型
部
門

　

審
査
員
特
別
賞　

３
年　

荒
井
律
香

　

設
計
製
図
部
門

　

佳
作　

３
年　

宮
尾
昇
陽

●
レ
タ
リ
ン
グ
検
定

　

３
級　

２
年　

32
名
合
格

●
色
彩
検
定

　

３
級　

２
年
・
３
年　

５
名
合
格

　

２
級　

２
年
・
３
年　

５
名
合
格

●
第
49
回　

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
検
定
試
験

　

２
級　

３
年　

１
名
合
格

　

３
級　

２
年　

12
名
合
格

　

４
級　

２
年　

６
名
合
格

●
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定

　

３
級　

２
年　

４
名
合
格

G
R

A
P

H
IC

　

A
R

T
S

●
全
国
地
域
安
全
運
動
公
募
ポ
ス
タ
ー

　

佳
作　

２
年　

保
戸
田
舞

●�

第
16
回　

全
国
き
も
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

　

京
都
府
知
事
賞　

３
年　

本
郷　

瞳

　

新
潟
県
知
事
賞　

３
年　

斉
藤
な
つ
み

　

入
選　

３
年　

安
田　

玲
、
大
水
慈
子

●
全
日
本
山
岳
写
真
展
（
高
校
生
の
部
）

　

入
選　

２
年　

小
林
花
恋
、
新
田
茉
那
桂

●
情
報
通
信
の
安
心
安
全
の
た
め
の
標
語

　

協
議
会
長
賞　

２
年　

清
水
友
里

●
道
の
あ
る
風
景
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　

金
賞　
　

３
年　

斉
藤
な
つ
み

　

銅
賞　
　

１
年　

大
久
保
杏
華

　

努
力
賞　

３
年　

小
野
春
香

　
　
　
　
　

２
年　

笹
川
あ
か
り

●
広
が
れ
絆
！
オ
ー
プ
ン
フ
ェ
ス
タ

　

ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　

採
用　

２
年　

栗
原
紫
乃
、
曽
田　

萌
、

　
　
　
　
　
　
　

竹
内
恵
里
奈
、
藤
山
風
音

●
川
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　

銅
賞　

３
年　

今
井
優
里
花

　
　
　
　

１
年　

重
岡
あ
す
か

　

佳
作　

２
年　

山
本
寧
々

　
　
　
　

１
年　

東　

咲
希
、
伊
藤
徳
敏

●
未
成
年
者
喫
煙
防
止
ポ
ス
タ
ー

　

高
校
生
の
部
優
秀
賞

　

３
年　

石
川　

蘭
、
本
郷　

瞳

　

１
年　

松
川
菜
々

●�

Ｉ
Ｐ
Ａ
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル

　

�

優
秀
賞
（
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進

機
構
）

　

３
年　

村
川
ひ
か
る

　

優
秀
賞
（
ネ
ッ
ト
ス
タ
ー
株
式
会
社
）　

　

３
年　

山
下
果
穂

全
日
制

A
R

T　
C

R
A

FT

●
基
礎
製
図
検
定
合
格　

２
年　

26
名

●
色
彩
検
定

　

３
級　

３
年　

１
名
合
格

　

２
級　

２
年　

４
名
合
格

M
A

C
H

IN
E

 C
R

A
FT

●
計
算
技
術
検
定
１
級
合
格

　

３
年　

小
泉
有
紗
、
田
中
ゆ
め
の

　

２
年　

青
木
啓
斗
、
小
谷
拳
乙
、

　
　
　
　

今
野
和
紀

●
計
算
技
術
検
定
３
級
合
格　

１
年　

24
名

●
基
礎
製
図
検
定
合
格　

２
年　

30
名

●
全
国
製
図
コ
ン
ク
ー
ル

　

２
年　

最
優
秀
賞　

横
沢
厚
美

　
　
　
　

優
秀
賞　

斉
藤
澄
果
、
高
野
真
陽

　
　
　
　

佳
作　
　

�

新
妻
卓
士
、室
井
早
紀
、

渡
邉
瀬
奈

●
色
彩
検
定

　

�

２
級　

２
年
・
３
年　

３
名
合
格

IN
T

E
R

IO
R

●
第
６
回
も
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　

ク
ラ
フ
ト
部
門

　

優
秀
賞　

３
年　

岡
田
顕
孝

　

優
良
賞　

２
年　

野
口
沙
絵
、小
林
遼
大
、

　
　
　
　
　
　
　
　

長
嶋
奈
々
、勝
部
彩
子
、

　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
七
海

母
校
だ
よ
り
1

コ
ン
ク
ー
ル
等
の
入
賞
者
・
成
績
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優
秀
賞
（
実
教
出
版
株
式
会
社
）

　

３
年　

戸
井
大
智

●
ふ
れ
あ
い
の
窓（
東
京
都
交
通
局　

広
報
誌
）

　

採
用　

２
年　

山
本
寧
々

●
第
11
回
未
成
年
者
飲
酒
防
止
ポ
ス
タ
ー

　

佳
作　

３
年　

後
閑
瑞
穂
、村
川
ひ
か
る
、

　
　
　
　
　
　
　

本
郷　

瞳
、
川
口
彩
花

　
　
　
　

２
年　

氣
田
愛
美

●
色
彩
検
定

　

３
級　

１
年
・
２
年
・
３
年　

10
名
合
格

　

２
級　

２
年　

11
名
合
格

D
E

S
IG

N

●
レ
タ
リ
ン
グ
技
能
検
定

　

３
級　

２
年　
　
　
　

30
名
合
格

　

２
級　

２
年
・
３
年　

７
名
合
格

●
色
彩
検
定

　

３
級　

３
年　
　
　
　

１
名
合
格

　

２
級　

２
年　
　
　
　

２
名
合
格

定
時
制

●�

第
19
回
東
京
都
高
等
学
校
工
業
科
生
徒
研

究
成
果
発
表
大
会

　

優
秀
賞　

４
年
Ｉ　

河
西　

美
里

●�

平
成
24
年
度
（
第
63
回
）
東
京
都
立
高
等

学
校　

定
時
制
通
信
制
過
程
芸
術
祭

　

書
道
部
門

　

�

金
賞

　

４
年
Ｉ　

森　

雅
音　

「
雁
塔
聖
教
序
」

　

写
真
部
門

　

銀
賞　

４
年
Ｉ　

松
岡　

冴　

「
美
」

　

美
術
部
門

　

銅
賞　

３
年
Ｉ　

畠
山
純
平　

「
遭
遇
」

●�

東
京
都
建
設
系
高
校
生
作
品
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ン
２
０
１
２

　

ポ
ス
タ
ー
部
門

　

審
査
員
特
別
賞　

３
年
Ｉ　

田
原
音
哉

　

Ｃ
Ｃ
Ｉ
東
京
特
別
賞

　

３
年
Ｉ　

高
野
裕
太

　

佳
作　

３
年
Ｉ　

畠
山
純
平

　

建
設
模
型
部
門

　

優
秀
賞　

４
年
Ｉ　

大
熊
あ
お
い

　

工
芸
部
門

　

最
優
秀
賞　

４
年
Ｉ　

宗
片
広
美

　

佳
作　
　
　

４
年
Ｉ　

東
岡
愛
子

●
計
算
技
術
検
定

　

２
級　

３
年
Ｍ　

坂
口　

光

●
基
礎
製
図
検
定

　

３
年
Ｍ　

緑
川
達
哉

　

３
年
Ａ　

遠
藤
紬
生
、
景
山
友
理
、

　
　
　
　
　

加
藤　

栞
、
策　

恵
実
、

　
　
　
　
　

須
田
花
菜
美
、
三
浦
紅
美

●
色
彩
検
定

　

２
級　

３
年
Ｇ　

熊
谷
明
子

　
　
　
　

４
年
Ｇ　

中
島
千
裕
、
深
沢　

睦

　

３
級　

２
年
Ｉ　
斉
藤　

栞
、
村
山
実
紗
子

　
　
　
　

３
年
Ｉ　

木
内　

香　

　
　
　
　

４
年
Ｉ　

森　

雅
音

●
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
検
定

　

３
級　

４
年
Ｇ　

野
呂
純
恵

─
部
活
動
報
告
（
定
時
制
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

平
成
24
年
度　

第
50
回　

総
合
体
育
大
会

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス　

第
４
位

　
４
年
Ａ　

福
山
優
香
、�

３
年
Ｉ　

柳
澤　

瞳

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス　

第
Ⅱ
部　

第
３
位

　

３
年
Ｍ　

坂
口　

光
、�

１
年
Ａ　

藤
田
太
一

　

男
子
団
体
戦　

準
優
勝

　
４
年
Ａ　

益
田
恵
介
、�

３
年
Ｉ　

井
尻
祐
哉

　

３
年
Ｍ　

坂
口　

光
、�

１
年
Ａ　

藤
田
太
一

　

女
子
団
体
戦　

第
４
位

　

４
年
Ａ　

福
山
優
香
、
３
年
Ｉ　

柳
澤　

瞳

　

２
年
Ｇ　

加
藤
安
香
音
、
山
田
依
世
里

　

１
年
Ｉ　

川
村
弥
生
、
小
菅
桃
子

剣
道
部

　

一
級
取
得　

３
年
Ｉ　

志
村　

聡

　
　
　
　
　
　

１
年
Ｇ　

田
中
千
尋

●
2
0
1
2
年
度
「
工
芸
祭
」

　

平
成
24
年
10
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰
、
母

校
に
お
い
て
２
０
１
２
年
度
「
工
芸
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ご
父
兄
や
工
芸
高

校
を
目
指
す
中
学
生
の
親
子
等
、
た
く
さ

ん
の
お
客
様
が
来
場
さ
れ
、
レ
ベ
ル
の
高

い
展
示
作
品
に
関
心
し
、
中
学
生
た
ち
は

生
徒
の
実
習
に
、
興
味
津
津
で
引
き
込
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　

公
募
作
品
大
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
ポ
ス
タ
ー
・
Ｄ
Ｍ

　

２
年
イ
ン
テ
リ
ア
科
・
中
谷　

真

★
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

２
年
デ
ザ
イ
ン
科
・
末
廣
奈
々
美

★
記
念
バ
ッ
ジ

　

３
年
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ア
ー
ツ
科
・
神
谷　

皓ゲート横のサインボード 来場者で賑わうエントランス 工芸祭のＤＭ

母
校
だ
よ
り
2
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都
立
工
芸
高
校
内��

築
地
工
芸
会
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本
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一
─
三
─
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電
話
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三
（
三
八
一
四
）
八
七
五
五
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発
行
者　

細
江
邦
雄　
　

印
刷
所　

大
東
印
刷
工
業
株
式
会
社


